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令和６年度 学校経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもに乗り越えられる教師の喜び 

 

 私は時々みんなといっしょにいながら、「同じ年だったら、この人に友だちになってもらえ

るかしら。」と思うことがあります。たぶんなってもらえないと思うんです。彼はあまりに優

秀でして、非常なひらめきを持っていまして、私なんかほんとうにこの人の友だちになんかな

れないといったような、してもらえないというような気がして、心から敬意を表してやまない

ことがあるんです。教師はやっぱり子どもを尊敬することがたいせつです。さしあたり年齢が

小さくて、先に生まれた私が先生になりましたが、子どもの方が私より劣っているなんていう

ことはないんです。劣ってなんかいないんで、年齢が小さいだけなんですね。子どもたちを心

からたいせつにするということはそういうことを考えることです。それは小さい子どももそ

うではないかと思うんです。実にすぐれたものやいい気持ちを持っていまして、とても自分の

相手ではないんです。私の教えている子どもがみんな私より上でなくて、私ぐらいのところで

とまったらどうしましょう。たいへんですね。ですから、子どもはほとんど全部教師よりずっ

とすぐれていると思って間違いなしです。そういう敬意といいますか、尊敬を心から持って、

この宝物をたいせつにしたいと思います。年が小さくて子どもっぽいのに気がゆるんで、こと

ばが乱れたり、態度が乱れたりすることはこわいことだと思います。子どもは白紙の心でじっ

とみなさんをみつめ、そしてみなさんを尊敬しています。年が上だから尊敬するようになって

いるんです。実際には、私たちよりも、もっともっとすばらしい人がたくさんいる、年が小さ

いがゆえにわが教え子となってそこにいるにすぎません。それは、日に新たに考えていかねば

ならない子どもへの敬意だと思います。「子どもを大事にする」とよく申しますけれども、や

さしくするくらいのことは敬意を表することにならないので、「この子は自分なんかの及ばな

い、自分を遠く乗り越えて日本の建設をする人なんだ。」ということを授業の中で見つけて、

幼いことを教えながらも、そこにひらめいてくるその子の力を信頼して、子どもを大事にして

いきたいと思います。 

                     大村 はま  「教えるということ」 
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【学校教育目標】 

「自ら学び、チャレンジし、共に伸びていく子」 

～主体性・社会性を身につけ、未来を創造する子どもの育成～ 

【育成を目指す資質・能力】 

   問いを見出す力            協働する力           自己決定する力 

大切なのは 疑問をもち続けること       話し合いで考えを深める        自らの判断に責任と誇りをもつ 

 

【めざす子ども像】 

すすんで 取り組む子 

仲間と力を合わせる子 

 

「問い」をもって学ぶ子   

・めあてをもち、主体的に学習に取り組み、最後までやりきることができる。 

・相手の話をよく聞いて、自分の考えをわかりやすく伝えることができる。 

・家庭での自学自習に進んで取り組むことができる。 

仲間とともに力を合わせる子 

・気持ちのよいあいさつができる。 

・自他を大切にし、誰に対してもあたたかい言動をとることができる。 

・きまりを守り、自分で正しく判断し行動することができる。 

たくましく生きる子 

・外遊びや体育で、体を動かすことを楽しむことができる。 

・自分や人の命を守り、自分の心と体の健康づくりを実践できる。 

・「早寝・早起き・朝ごはん」の規則正しい生活を実践できる。 

未来をつくる子 

・まわりの人を笑顔にする工夫や我慢ができる。 

・苦手なこと・いやなことから逃げずに立ち向かい、最後までやり通すことができる。 

・よりよい自分を目指す。 

 

すみよしの子 

明るく楽しく元気に学校生活が送れる子ども 

      す 素敵な笑顔で 

      み みんななかよく 

      よ よく考え 

      し しっかり学ぶ 
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【めざす教職員像】 

子どもの力を引き出す教職員 

組織に貢献する教職員 

 

「問い」をもって学ぶ教職員 

・カリキュラムマネジメントの視点を持ち、学習指導要領の理念を理解し、今日的課題に対応する取組を進める。 

・自己研鑽に励み、自身のキャリアステージに応じた授業力を身に付ける。 

仲間とともに力を合わせる教職員 

・豊かな人権意識をもち、丁寧な言葉遣いで、子どもに手本を示すことができる。 

・助け合い、励まし合い、労わり合って「チームすみよし」の一員として取組を進める。 

たくましく生きる教職員 

・自身の心と体の健康に気を配り、明るい笑顔で子どもに向き合う。 

・進んであいさつ、時間やルールを守る。 

未来をつくる教職員 

・保護者・地域、近隣の小・中学校、幼稚園・保育園、関係機関と連携・協働する。 

・よりよい自分を目指す。 

  

【めざす学校像】  

    keyword:     MMSP  みんなは みんなの すみよし プロジェクト 

       子どもを育てる具体的な取組がある学校 

1．子どもが安心・安全に学ぶことができる学校 

2．環境が整い、子どもが活動しやすい学校 

3．子ども・保護者・教職員が互いに信頼し合える学校 

4．地域や関係機関に応援してもらえる学校 

5．笑顔あふれる学校 

 

 

 

 

 
 

 

 

す 
し 

よ 
み 

よく考えしっかり学ぶ 

 学力向上 

プロジェクト 

すてきな笑顔でみんななかよく 

    生活力向上 

プロジェクト 

知・徳・体・創の調和の取れた育成 
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教育活動の基盤となる重点 

（１）児童理解及び関係機関との連携 

◆ 実態把握・・・厳しい家庭環境によって課題を抱える児童について、保護者との連携を密にし、家庭内の状

況や学習の状況を把握し、将来展望が開けるよう学習支援、家庭支援を関係機関とも連携して取り組む。 

◆ 総合育成支援教育・通級教室との連携・・・ＬＤ等支援を要する児童に対して、学習面や生活面での支援

の在り方を保護者との共通理解、関係機関との連携をもとに考えていく。学習面や生活面での目標と学力保

障・支援の在り方を明らかにするため、個別の指導計画を作成し、保護者との合意形成から信頼関係を大切

にした取組を進める。 

◆ 地域・関係機関との連携・・・放課後や地域での子どもの様子を観察してくださる児童館の職員の方や地

域の諸団体の方との連携を図り、地域での子どもの様子や家庭の様子を把握して児童理解に生かす。また、

第二児童福祉センターや伏見区役所はぐくみ室、子どもはぐくみ局との連携を図り、子どもへの支援、家庭へ

の支援の方法を模索する。 

 

（２）学習指導 

◆ 授業改善・・・安心・安定を心がけ、わかりやすい授業と主体的・対話的で深い学びの実現を目標に授業

改善を図る。また、基礎的・基本的な学力の定着と教科における学びの連続性を意識し、「子どもの心に火を

つける」主体的な授業の構築をめざす。 

◆ 主体的で深い学び・・・問題解決学習を進め、知的好奇心や内発的動機付けを大切にする授業をデザイン

する。学習の目標と見通しを立て、学習の振り返りをさせることにより学習の連続性を意識し、主体的に進めら

れる学習の過程を大切にする。 

◆ 対話的で深い学び・・・日常の全ての教育活動の中で言葉を大切にし、特に子ども同士のやり取りのある

授業と指導を積み重ねる。授業を通して、児童が「知りたい」「つきとめたい」「確かめたい」と興味・関心を高

め、わかる喜びが実感でき、自ら課題の解決に向かう姿勢を身につけていけるように工夫する。 

◆ 言語活動の充実・・・国語科で培った能力を基盤とし、各教科でも「記録・要約・説明」など語彙力・コミュ

ニケーション力を高めるための取組を進める。また学年の系統性も重視して取り組む。 

◆ 外国語教育の充実・・・小中９年間のカリキュラムを意識し、低学年からの英語活動、中学年の外国語活

動、高学年での、外国語科の学習について、英語専科の教員を中心に学校全体で研修を深める。 

◆ 道徳教育の充実・・・ 学校教育全体で道徳教育を進めていくと共に「特別の教科 道徳」について、教材

や評価についての研修を深め、指導と評価の一体化を図り、ねらいやつけたい力を明確にして授業を構築する。 

◆ 学校図書館を活用した授業・・・本に親しみ、読書活動を充実させるとともに、自ら学ぶという主体的な学

習の視点から、学習の情報源である知識を伸長させるため、様々な教科授業で学校図書館の活用を促進し、

そこに対話的で深い学びを取り入れることにより、普段の授業改善にも生かしていく。 

◆ 保・幼・小の円滑な接続・・・スタートカリキュラム・架け橋プログラムをもとに新入生に対して、円滑な接

続を図る。また、研究で得た成果を授業改善に生かし、「安心・安定」な授業、わかりやすく、興味関心を高めら

れるような授業を展開する。また、学習以外の様々な活動でもそのような視点での取組を大切にする。今年度

も幼稚園と合同で公開保育・授業研究を行う。 

◆ 校内研究・公開授業・・・校内研究のテーマに沿った研究授業を行い、授業力を高め合う。生徒指導や人権

学習の内容でも公開授業を行い、授業改善に生かす。 
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（３）生徒指導 

◆ 生徒指導の実践上の 4 つの視点を生かした学級経営・授業・・・「自己存在感の感受」「共感的な人間

関係の育成」「自己決定の場の提供」「安心・安全な風土の醸成」という生徒指導の実践上の視点を意識して

学級経営を行う。一人一人の子どもの思いや願いをていねいに受け止め、誰もがかけがえのない存在として、

お互いを大切にする学級経営を行い、安心感や所属感がもてる取組を進める。また、子どもと親身になって向

き合うことで、子どもの『困り』をとらえ、相談を進める。また、「わかる」「できる」が実感できる授業の充実と基

礎・基本の学力の定着を図る。 

◆ 問題行動の未然防止・・・「見逃しのない観察」「手遅れのない対応」「心の通った指導」を徹底する。学校

全体で子どもを見守り、情報の共有化を図ると共に個々の児童に丁寧な指導をする。特に、不登校傾向のある

子どもやいじめの加害・被害につながりそうな言動のある子を注視し、子どもの背景に迫る深い理解に努める

とともに保護者との連携を大切にする。 

◆ 学校生活の充実・・・生活指導面では、「あいさつ」「トイレのスリッパをそろえる」などを重点に、その気持

ちよさが味わえることを大切にして根気よく指導し、教職員自らもその姿勢を示す。 

 

（４）人権文化の構築 

◆ 笑顔で一日を過ごす・・・お互いの違いを認め、多様性を尊重し、気持ちよく学校生活が送れるよう子ども

たちを見守る。相手の気持ちを考え、友達や周りの人を笑顔にする工夫や我慢をすることを指導をしていく。 

◆ 異年齢集団の取組・・・フレンドリー活動に取り組み、いつでもどこでも楽しく活動できる取組を計画する。

自分の学級はもとより、学年や全校の子どもたちと教職員全員で取り組んでいるという意識を大切にする。 

◆ 人権教育の充実・・・９月を人権月間と位置づけ、人権集会、参観授業、学級懇談会を通して、今日的な人権 

に関する諸課題を自分事として学習させるとともに保護者啓発の機会とする。 

 

創造・充実の教育活動 

（１） 自立と責任感をめざした共育活動 

◆ 道徳的実践力の育成・・・ＣＳＳ（クラスルームソーシャルスキル）で「学習規律・学校のきまり・社会のきま

り」に関する取組を全校体制で行い、自立心や責任感、自己指導力を育成する。日頃からよりよい生活や望ま

しい人間関係を築こうとする態度を道徳教育の充実により育成する。 

◆ 大人がモデル・・・子どもたちがＰＴＡや地域との取組などで大人と学ぶ機会を大切にし、大人をモデルとし

て、社会でのルールやマナー、相手を理解して支えあう態度を身につけさせる。 

 

（２） 明るく元気に生活できる力の育成 

◆ 体力の向上・・・生涯にわたって運動やスポーツを豊かに実践することができるよう組織的・計画的・安全

管理を徹底した上での楽しい体育学習の充実を図る。体力の向上を目指し、休み時間に遊びや運動などの取

組の継続・改善を図る。 

◆ 体の学習、健康教育、食育の充実・・・食事・運動・睡眠など、調和のとれた生活習慣の励行と保護者へ

の働きかけを行い、自分の体のことを知り、自分自身で健康を保持・増進しようとする意識と態度を育てる。食

物アレルギー等は全教職員に周知し、実態把握と対応を共通理解する。 

◆ 安全・防災教育の充実・・・危険を予測し適切に行動できる力を身につけさせる。そのため、「自分の命は

自分が守る」ことを意識させ、いつでもどこでも避難行動がとれるよう指導する。また、「落ちてこない」「倒れ

てこない」「移動してこない」など命を守れる場所を日頃より見つけるなど知識と判断力を身に付け行動でき

る取組を図る。 


